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秋葉山常夜燈について

失われつつある地域の歴史遺産を記録に残すため袋井市では平成24年～

26年の３年間で袋井・浅羽地区の「秋葉山常夜燈」の悉皆調査を実施しました。

秋葉山常夜燈は、火防の神である秋葉信仰を具現化するもので、静岡県

西部には150 基以上が分布しており、袋井市内には50 基が現存している

ことが確認されました。

秋葉山常夜燈には石製のもの、鞘堂内に石燈籠を設置したもの、瓦で

葺いた龍燈型のもの、愛知県で製作されて持ち込まれた陶器製のものなど

さまざまな素材からできています。これらの常夜燈は、東海道や秋葉道等の

主要な街道や、地域の寺社・広場に設置され、現在でも多くの人々の信仰を

集めています。地域の人々は秋葉講と呼ばれた組織を作り、当番を決めて

毎晩燈籠に火を灯しました。また年に一度は地域の代表が交代で秋葉本社

(または可睡斎)に参拝し、御札を受け取って各戸へ配布しました。

最近では、常夜燈は地域コミュニティの維持・復活の手段として、住民の

だれもが願う「火の用心」や「家内安全」の気持ちを表現する手段として、

常夜燈の新築や修繕を行う地域が増加しています。ここに、あなたの地域の

秋葉山常夜燈はありましたか。

平成28年7月

袋井市教育委員会生涯学習課
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龍燈建築細部の名称

秋葉山常夜燈細部の名称

『龍燈・秋葉山常夜燈』より
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名称 川会の常夜燈
場所 袋井市川会　建福寺
時代 不明
特色 明治20年（1887）に昌光寺（建福寺の

末寺）が廃寺になった時この常夜燈は
建福寺参道に移築された。昭和57年

（1982）に道路改修により移され現
在地に建立された。常夜燈の箱棟には

「秋葉山」の文字瓦が見える。特別な
おまつりはしていないが正月には住
職がお供えをしてお経を唱えている。
常夜燈の管理は檀家が行っている。

名称 友永の常夜燈
場所 袋井市友永　御沙汰神社
時代 平成7年（1995）大修理
特色 特色この常夜燈は、明治の初め頃、

秋葉山の灯明堂として建てられた。
平成 7 年に老朽化に伴い大修理を
行った。秋葉街道は、この常夜燈の前
から敷地川の西側の堤防上を北上し
川会地区へと向かっている。

名称 萱間の常夜燈
場所 袋井市萱間　萱間神社
時代 不明
特色 萱間地区は、かつては袋井から秋葉

詣に向かう道筋であった。もともと、
常夜燈は現在地より300m 北側に
あった。現在は萱間神社の境内にあ
る。この常夜燈の箱棟には「秋葉山」
の文字瓦が入っている。常夜燈が、
いつどんな経緯で移設されたかは不
明である。

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈

山
田
公
会
堂

山
田
公
会
堂

バ
ス
停

敷
地
川

金
井
製
茶

浜
北
袋
井
線

八王子神社

肥田電器㈱

北

山田の常夜燈

渕田橋

名称 山田の常夜燈
場所 袋井市山田　八王子神社
時代 天保6年（1835）9月
特色 八王子神社の鳥居の近くに一対の

石製の常夜燈がある。向かって左側が
「秋葉永代夜燈」右側が「八王子神社
永代夜燈」で火袋が欠損していたが、
平成17年（2005）に復元され現在に
至っている。特別に常夜燈でのおま
つりはしていないが地域の「家内
安全」「火の用心」を願っている。
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名称 上山梨の常夜燈
場所 袋井市上山梨1058
時代 安永年間
特色 屋形灯籠内に石製の常夜燈が入って

おり「秋葉山」「安永14年4月吉日」
「永代常夜燈」の文字が刻まれて
いる。平成18年頃までは自治会各班が
当番制により秋葉山の御札をいただき
おまつりしていた。平成19年（2007）
以降、このうちの6軒により防火を祈
願している。毎年、屋形灯籠の正面に
新藁で注連縄を飾っている。

名称 見取の常夜燈
場所 袋井市見取　竜光庵
時代 不明
特色 もともと、この常夜燈は見取曲木

地内を通過する秋葉街道の近くに
あった。そのため、この常夜燈に続く
道を地元では「灯明道」と呼んでいた。
その後、河川改修のため敷地川の西
側の蔵泉寺の境内のナギの木の下に
移築された。平成8年の寺前橋の架
け替え事業により現在地に移築した。

名称 下山梨の常夜燈
場所 袋井市下山梨　成道寺
時代 安政年間
特色 下山梨の常夜燈は、もともとは現在

地から約100mほど北の秋葉街道脇
に安政年間に建設されたものである。
現在のものは再建されたもので成道
寺の境内に設置されている。

名称 入古町の常夜燈
場所 袋井市上山梨　入古公会堂
時代 寛政元年建立
特色 この常夜燈は、寛政元年（1789）に

建立される。昭和19年（1944）の東
南海地震で倒壊し、風雨にさらされて
いるのは不本意と、町内会の総意で、
昭和62年（1987）11月に入古公会
堂に移築され現在に至っている。常
夜燈の管理は自治会が行い、会員に
御札の斡旋をし各家庭での防火意識の
高揚を図っている。
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名称 可睡斎の常夜燈
場所 袋井市久能　可睡斎
時代 平成24年（2012）9月に移転
特色 中日新聞によると「この常夜燈は、

愛知県岡崎市中町7丁目で取り壊しの
予定であったが、豊橋市民の熱意と
可睡斎の深いご理解により移築して
大切に保管されることとなった」と。
製作は天保15年（1844）で、高さ3ｍの
石製の常 夜 燈には「 町 内 安 全 」の
文字が見える。

名称 岐栄講の常夜燈
場所 袋井市久能　可睡斎　御真殿
時代 明治31年（1898）
特色 可睡斎の一番奥にある御真殿に参拝

する階段を登ると、左右一対の大型の
常夜燈が建っている。岐阜県の岐栄
講のみなさんが献灯されたものの
ようである。この常夜燈についての
詳しい記録は可睡斎の事務室にも
残されていない。

名称 大黒殿横の常夜燈
場所 袋井市久能　可睡斎　大黒殿
時代 不明
特色 御真殿に向かう階段の両側に一対の

石製の常夜燈が建立されている。
階段の左手（西側）の常夜燈は木原村

（現袋井市）からの献灯、右手（東側）は
西島村（現磐田市）からの献灯である。
2つの村は隣りどおしであり、両村で
そろって献灯したものであろう。

名称 御真殿前の常夜燈
場所 袋井市久能　可睡斎　御真殿
時代 不明
特色 岐栄講の左右一対の常夜燈の後ろに

それぞれ隠れるように建っている。
左手の常夜燈は三州河合村（現岡
崎市）からの献灯、右手は周智郡村松
村（現袋井市）からの献灯である。

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈
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名称 可睡口の常夜燈
場所 袋井市久能　可睡口
時代 明治41年（1908）4月吉日建立
特色 かつて、この常夜燈は森街道から

可睡斎へ向う分岐点にあり、目の前を
走る秋葉線電車の安全も見守ってきた。
平成16年（2004）、道路整備に伴う
交 差 点 の 設 計 変 更により現 在 地

（ＭSC前）に移された。この常夜燈には
明治時代の侠客、大庭平八郎の名が
刻まれ防火鎮護の為に献燈したことが
わかる。

名称 加藤杢左エ門作の常夜燈
場所 袋井市久能　可睡斎　御真殿内
時代 不明
特色 陶製 の 常夜燈には「寄附愛知懸」

「瀬戸村中」「磁器焼職加藤杢左エ門
製造」の染付銘がある。宝珠・請花・
火袋と笠の一部が欠損している。
なお、現存する加藤杢左エ門作の
陶製常夜燈は可睡斎蔵、瀬戸市蔵、
信州善光寺蔵、個人蔵の4基が有名
である。

名称 小山の常夜燈
場所 袋井市小山　公会堂西側
時代 大正5年（1916）建立
特色 当初は小山から横井方面に向かう

六尺道路の脇にあった。東南海地震
以降は燈籠の倒壊と道路の拡幅の
ため公会堂敷地内に移築された。
平成 15 年（2003）に住民の寄附に
より現在の場所に新築された。

名称 山科の常夜燈
場所 袋井市山科3375
時代 不明
特色 明治初期より「秋葉山燈明台」として

地区の住民が「火の用心」を願って、
毎晩交代で燈明をあげていた。昔の
常夜燈は木製であったため、昭和19年

（1944）の東南海地震により倒壊したが、
戦後、石製の常夜燈として再建され、
夜間は電気が点灯している。近年、
火袋が修復された。

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈
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名称 十二所神社の常夜燈
場所 袋井市川井　十二所神社
時代 文化8年（1811）9月に建立
特色 石灯籠の正面には、「秋葉山常夜燈」の

刻銘があり文化8年9月に建立され
ている。秋葉山信仰の厚い人々により
現在まで守り継がれてきている。

名称 本町（御幸橋）の常夜燈
場所 袋井市本町　本町宿場公園
時代 昭和42年（1967）に再々建
特色 建立は、江戸時代の寛政年間と伝え

られているが、昭和 8 年（1933）に
再建された。それがなんらかの理由で
破損し、昭和42年6月に再々建された
という。もともとは、御幸橋のたもと
北側に立っていた。御幸橋の整備に
伴い現在は南側の「本町宿場公園」に
移築された。

名称 新町の常夜燈
場所 袋井市新町　「山名園」西
時代 平成28年（2016）3月7日復元
特色 以前は、ブロック製の碑型灯籠で

あったが、袋井宿開設400年を記念
して地元の人々が常夜燈を復活させた。
静岡新聞によると、この常夜燈は
天保 8 年（1837）に設置されたが、
東南海地震で倒壊。その後はブロックを
積み上げて火伏せのお札を供えていた。

名称 本町（旧円信寺）の常夜燈
場所 袋井市本町　御幸橋の南
時代 寛政12年（1800）6月
特色 灯籠の建立場所は御幸橋の南に50mの

旧円信寺跡である。江戸時代の製作の
ため石灯籠の風化は激しく「秋葉山」

「寛政十二年申六月」と読めるがそれ
以上の詳細については不明である。

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈
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本町宿場公園

北

静橋

静橋北

本町(旧円信寺)の常夜燈

観福寺

旧東海道御幸橋

宇刈川

本町宿場公園

北

静橋

静橋北

本町(御幸橋)の常夜燈

観福寺

⓱

⓲

⓳

⓴
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名称 久津部の常夜燈
場所 袋井市国本　旧東海道沿い
時代 昭和28年（1953）に再建
特色 秋葉山信仰の拠点として、江戸時代の

天保 4 年（1833）に建立されたが、
昭和 19 年（1944）の東南海地震で
倒壊してしまった。戦後の昭和28年に
再建されて現在に至っている。夜間は
電気が点灯して、地域の安全を守って
いる。

名称 村松下の秋葉三尺坊
場所 袋井市村松　金錫寺の裏山
時代 不明
特色 地域の歴史に詳しい兼子春治さんの

お話によると、金錫寺の裏の尾根道を
100mほど登ったところにある。現在も
毎年11月末に三尺坊のおまつりを行い、
地域の子どもたちにお菓子を配り、
地域の人々に「火の用心」を周知して
いる。

名称 新屋の常夜燈
場所 袋井市新屋三丁目3
時代 明治時代か
特色 この屋形灯籠は、古老の話では建築

した棟梁は信州の人、大工は川井の
人と言われている。大正10年（1921）
頃までは、毎月地域の人々が交代で
可睡斎にお参りしてお札をいただき、
灯 籠 内に御 燈 明を灯した。正 月、
五月、九月には全戸のお札を頂き
配布した。

名称 高尾町公園の常夜燈
場所 袋井市高尾町　高尾町公園
時代 大正13年（1924）
特色 「組中安全」「秋葉山」の文字が刻まれ

ている。由来については、市の公園
台帳も調べてみたが、なぜ高尾町公
園に移されたかその経緯は不明であ
る。

↑
袋
井
市
役
所

袋
井
駅
↓

北

マンション

高尾町公園袋井図書館

原野谷川

高尾町公園の常夜燈

P

和橋

北

村松下の
秋葉三尺坊
金錫寺

大和商事

沖
之
川

↑
油
山
寺

油
山
寺
川

バ
イ
パ
ス
↓

松和橋
カフェ
ドレミ

袋井市役所前

袋井市役所

袋井市役所南

サークルK

袋井警察署

袋井郵便局

総合センター
新屋の常夜燈

北

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈

㉑

㉒

㉓

㉔
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名称 名栗の常夜燈
場所 袋井市国本　花茣蓙公園内
時代 不明
特色 かつての常夜燈は、国道一号線と

旧東海道が合流する付近に建立されて
いた。高さ２ｍ余りの「御本躰可睡三
尺坊大権現」と記された大理石の
道標と並んで建っていた。袋井バイ
パスの開通後は、花茣蓙公園内に設
置され、東海道ウォークの人々から
も愛されている。名栗地区の人々が

「家内安全」「火の用心」を願っている。

名称 下貫名の常夜燈
場所 袋井市下貫名　下貫名公会堂内
時代 不明
特色 原野谷川の堤防近くの公会堂敷地内に

ある。檜材の格子作り、瓦葺きの屋形
灯籠である。地域の人々からは「常夜
燈」と呼ばれ親しまれ、秋葉信仰で防
火の心を表している。

名称 小野田の常夜燈
場所 袋井市愛野
時代 文政12年（1829）
特色 常夜燈は、昭和19年（1944）の東南海

地震で倒れ、再建されたが、残念ながら
火袋は壊れたままである。製作した
石工は熊成？で「秋葉山夜燈」「村中
安全」と立派な文字が彫り込まれている。
現在は小野田防災センターの南側に
あり、地域の安全と火の用心を見守って
いる。

名称 祢宜弥の常夜燈
場所 袋井市愛野東2丁目　ねぎや東公園
時代 平成18年（2006）10月に移築
特色 檜材の格子作り、瓦葺きの屋形灯籠で

ある。建物の鬼瓦や木彫から、地域の
秋葉山信仰の拠点として火防の役を
担っていたと思われる。平成18年の
祢宜弥土地区画整理事業により現在
地に移築されたが、広く住民の目に
留まる場所であり、地域の人々の
防火への関心の高さが良くわかる。

福松屋

シノムラ化学

児玉化学

旧東海道

北

名栗の常夜燈

セブン
イレブン

国1バイパス
地下
へ→

国本

大
和
ハ
ウ
ス

同心橋

原 
野 
谷 
川

JR新幹線

JR東海道線

小野田防災センター

北

原野谷川

小野田の常夜燈

ねぎや会館

サークルK

たんぽぽ
保 育 園

北

逆　川

祢宜弥の常夜燈

愛野駅

下貫名公会堂

広愛大橋

袋井精密工業
団地 工業団地南

下貫名の常夜燈

原野谷川

北

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈

㉕

㉖

㉗

㉘
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名称 旧東通りの常夜燈
場所 袋井市高尾　赤尾渋垂神社
時代 昭和2年（1927）5月に建立される
特色 もとは袋井駅前東通り木村花店の隣

りに建てられていたが、駅前区画整理
事業の時に町内会で相談して現在地
に移転した。常夜燈の高さは2m19cm、
御影石製で「常夜燈秋葉山　町内
安全」の刻字がある。

名称 神長の常夜燈
場所 袋井市神長　神長自治会館
時代 平成9年（1997）移築
特色 神長自治会館の入口に建立されている

新しい石製の常夜燈である。「秋葉山
常夜燈」「町内安全」の刻銘がある。
自治会館が新築された時、ここに
建設されたらしい。

名称 大門の常夜燈
場所 袋井市高尾　大門公会堂
時代 明治時代以前の建立とのこと
特色 常夜燈の建立は江戸時代にまで遡る

とのことであるが未確認である。以前は、
公会堂の東側にあったが、昭和33年

（1958）に現在の場所に移転した。
毎年12月15日に秋葉山よりお札を
受け、地元で保管している掛軸と共に
灯籠内に掲げておまつりしている。

名称 旧中町通りの常夜燈
場所 袋井市高尾　赤尾渋垂神社
時代 昭和3年（1928）5月の建立
特色 もとは袋井駅前東通り中村ラムネ店

付近に建てられていたが、駅前区画
整理事業の時に地域住民の意思に
よって現在地に移転した。常夜燈の
高さ2m53cm、大理石製で「常夜燈
秋葉山町内安全」の刻字がある。

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈

北

神長中央公園

神長
自治会館

薬局 法多山→

雲座橋

小笠沢川

神長橋

↑
袋
井
高
校

コンビニ

神長の
常夜燈

袋井南小

南保育所

法多→

大門公会堂
大門バス停

育ちの森

南幼稚園
北

大門の常夜燈

赤尾澁垂神社

旧中町通りの
常夜燈 池

←大門

法
多
←

北

白山権現社

白山権現社

←大門

赤尾澁垂神社

旧東通りの常夜燈
池

法
多
←

北

㉙

㉚

㉛

㉜



11

名称 新池の常夜燈
場所 袋井市新池68
時代 不明
特色 江戸時代の建立であるが年号は不明で

ある。もともとは堤防下の街道の脇に
あった。年の暮れには秋葉講の人
たちが秋葉山でお札をもらってきた。
常夜燈には毎日ローソクが灯されて
いた。昭和 19 年（1944）の東南海
地震の後、改修されている。

名称 諸井の常夜燈
場所 袋井市諸井　長昌寺
時代 寛政8年（1796）
特色 昭和59年（1984）頃、長昌寺周辺は

お寺を中心に再整備をして現在に
至っている。灯籠の管理は寺世話人が
行い、可睡斎のお札をまつっている。
地域の人々が家内安全、火の用心を
願って参拝している。

名称 浅名岡山の常夜燈
場所 袋井市浅名　沢田良夫氏宅
時代 昭和50年（1975）
特色 道路工事により祠を南に約2m移動

させて民地内へ移設した。灯籠は、
行き交う人々が参拝しやすいように
大きな石を四段積みあげた上に道路
側に向けて設置した。戦前は少年団が、
戦後は自治会が管理していたが、
現在は沢田氏が正月の三が日に可睡
斎からお札を受けておまつりして
くださっている。

名称 芝の常夜燈
場所 袋井市浅羽　円明寺
時代 平成9年（1997）
特色 むかしの常夜燈は一度廃止されて寺の

裏手に保管されている。平成9年に
「火の用心」「家内安全」を願う住民
からの希望により再建され、平成17年

（2005）に現在地に移されてきた。
管理は円明寺が行っている。

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈

北

新池西会館

センター

田原
幼稚園

3号調整池

↑
袋
井
I
C

諸
井
橋
↓

コンビニ

ちゃんこ店

墓地

磐田用水

ハマキョウ
レックス浅羽

新池の
常夜燈

エコパ→

馬伏塚城跡

了教寺

←磐田

浅名岡山の常夜燈

北

芝の常夜燈

浅羽防災センター

↑
袋
井
駅

浅
羽
↓

袋
井
大
須
賀
線

東
部
排
水
路

浅羽中央公園
浅羽

上浅羽

かけしん

北

円明寺

軽

便

道

長昌寺

諸井の常夜燈

静
岡
製
機
（株）

→
袋
井
駅

浅
羽
←

諸井信号

北 ルンビニ
保育園

㉝

㉞

㉟

㊱
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名称 豊住の常夜燈
場所 袋井市豊住　常楽寺前
時代 昭和31年（1956）
特色 もともと木製の屋形燈籠があったが、

破損したため昭和31年に石製の燈籠に
した。かつては秋葉講のみなさんが
管理していた。当番は「常夜燈」と
書かれた三角形の札を回覧していた。

名称 山崎の常夜燈
場所 袋井市山崎　三沢祇園神社
時代 昭和33年（1958）5月5日に再建
特色 以前の灯籠は昭和 9 年（1934）の

山火事で焼失したが、秋葉山信仰の
厚い人々により再建され現在に至って
いる。昭和7年（1932）頃の道路改
修により移築された。長年の風雨に
よるいたみがひどく、昭和33年に改
修されて現在に至っている。

名称 岡崎の常夜燈
場所 袋井市岡崎
時代 昭和7年（1932）5月に再建される
特色 現在は石灯籠であるが、以前は屋形

灯 籠であった。屋 形 灯 籠 の 頃は、
毎 晩 当番が、御灯明を上げ防火を
おまつりしたが現在は行っていない。
お札は可睡斎よりいただいた。コンク
リート製で高さ3m10cm の規模で
ある。

名称 長溝の常夜燈
場所 袋井市長溝　桒原神社
時代 昭和50年（1975）
特色 昭和50年までは屋形灯籠であったが、

約10m北側の道路境にある時計台に
移設する。現在、管理は自治会でして
おり、現在も毎年4名の当番が秋葉
神社のお札を常夜燈におまつりして
いる。また、全戸分のお札もご祈祷して
いただき配布している。

長溝公会堂

長溝院

長溝の常夜燈

　原神社

北

豊住の
常夜燈

豊住
公会堂

県
道
西
同
笠
浅
羽
線

浅
羽
中
学
校

東
部
排
水
路ゲートボール場

北

常楽寺

文

デンマーク牧場

祇園神社

山崎の常夜燈

北

三　沢　川

横須賀→

←浅羽

新岡崎バス停

岡崎郵便局

信号

神谷医院

池

笠原駐在所

岡崎の常夜燈北

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈

㊲

㊳

㊴

㊵
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名称 富里下の常夜燈
場所 袋井市富里　松秀寺前
時代 昭和35年（1960）
特色 昭和の初め頃から、常夜燈の管理は

地域の人々が交代で行っていた。
現在も毎日欠かさず灯明をあげている
という。「火の用心」「家内安全」を願って
いる。

名称 初越の常夜燈
場所 袋井市初越　熊野神社
時代 昭和13年（1938）8月
特色 明治39年（1906）の神社合祀令後、

熊野神社境内に移設されて現在に
至る。昭和30年代に石灯籠の修理を
している。管理は自治会が行い、秋葉
山の幟を秋の祭典に立て、秋葉講の
当番が可睡斎に行ってお札を受け取り
灯籠でおまつりしている。

名称 松原の秋葉社
場所 袋井市松原　王御前神社内
時代 昭和3年（1928）に建立。
特色 昔からあった御社を、昭和3年に昭和

天皇の御即位・御大典にあわせて新
築した。さらに、平成 21 年（2009）
には王御前神社の境内の整備に伴い
新たに大きな鞘堂を建設し、堂内の
東側に秋葉社を設置した。隣は天王
社である。

名称 松原の常夜燈
場所 袋井市松原　松原研修センター
時代 平成26年（2014）に修理
特色 昭和39年（1964）までは現在地から

南に4mのところに建っていた。平成
5年（1993）ころ、管理していた秋葉
講が解散してしまい常夜燈の危機を
向かえた。これを見た自治会の有志が
発願し、みなの総意を得て「火の用心」

「家内安全」を願いきれいに修理した。
内部は現代風に光センサーで明かりが
灯るようになっている。

富里下の
常夜燈

下富公会堂

県道中野諸井線

北

松秀寺

池

松原の
秋葉社

浅羽変電所 浅羽南小北

国道150号線↓

王御前神社

県
道
西
同
笠
浅
羽
線

コンビニ

北

北

市川企画

広場
松原研修センター

松原東バス停

松原の常夜燈

熊野神社

浅羽包梱

みたか工業 初越
公民館

松原西信号

コンビニ

初越の常夜燈

シ
ョ
ー
ワ

北

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈

㊶

㊷
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名称 湊西の常夜燈
場所 袋井市湊　万福寺境内
時代 昭和58年（1983）
特色 かつては檜造りの屋形燈籠であったが

老朽化のため昭和58年11月に現在の
形となる。燈籠は周囲が暗くなると
自動で点灯し、住民の「交通安全」

「火の用心」「家内安全」を願っている。

名称 松山の常夜燈
場所 袋井市梅山　松山神明社
時代 不明
特色 昭和15年（1940）以前のようすは不

明であるが、戦前から地元の18世帯が
1カ月交代で月3回（10日,15日,28日）
お灯明を上げている。年末には宮当
番が注連縄を飾り、全戸の「火の用心」

「家内安全」を祈っている。

名称 東同笠の常夜燈
場所 袋井市東同笠　福泉寺境内
時代 不明
特色 昭和の初期から福泉寺の境内に常夜

燈があったと言われている。「火の
用心」を願って、火防のお札は平成4年

（1992）までは秋葉神社へ、それ以
降は可睡斎へもらいに行っている。
現在も秋の祭典や正月には幟を立てて
お参りしている。

名称 西同笠の常夜燈
場所 袋井市西同笠　西同笠集会場
時代 不明
特色 もともと常夜燈は伯泉庵（廃寺）の境

内にあったが、昭和57年（1982）に
現在の場所に移った。自治会の班に
より交代で当番となって各行事を行って
いる。年末には注連縄を交換して野
菜や御神酒を供える。お札は可睡斎に
もらいに行き、地域で防火に努めて
いる。

東同笠の常夜燈

前川 日の出橋

←浜松 掛川→

福泉寺

北

国道150号線

サークルK

西同笠の常夜燈

前川

国道150号線 歩道橋

西同笠

浅羽南小
↑
袋
井

西同笠中

北

文

浅羽南幼稚園

あさば保育園

西同笠
集会所

松山の
常夜燈

梅山

神明神社

江之端橋
弁財天川

稲荷神社

北

湊西の常夜燈

万福寺

国道150号線

江川神社

一号橋

湊圦橋

湊
圦
排
水
路

北

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈
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名称 大野の常夜燈
場所 袋井市大野　大福寺境内
時代 昭和32年（1957）
特色 大野地区では昔から野菜の温室栽培が

盛んで、特に冬期は暖房用に重油
ボイラーを使用していた。昭和32年
ころ火事を防ぐために温室組合員が
秋葉神社にお参りして、組合員に

「火の用心」と「家内安全」のお札を
配布した。

名称 中新田の常夜燈
場所 袋井市中新田　中新田老人憩いの家
時代 平成18年（2006）
特色 平成17年（2005）の道路工事により

私有地から現在地に移し新設された。
昭和20年（1945）頃までは秋葉講の
組織があり、毎年12月に当番が秋葉
神社に出向き、受け取ったお札を祀る
とともに幟を立て正月を迎えた。現在は、
地域としては特におまつりはしていな
い。

大野の常夜燈

←浜松 掛川→

大福寺
北

国道150号線 大野

史跡
大野命山

大　　野

ライオン像

前　川

弁財天川

古川東橋

昭和水門

中新田老人憩の家

国道150号線

中　　新　　田

中新田の常夜燈

北

袋井・浅羽地域の秋葉山常夜燈

㊾

㊿

【参考文献・引用文献】
　１９８３　静岡県教育委員会 『静岡県歴史の道調査報告書 ― 秋葉道 ―』
　１９９５　北みちしるべの会 『秋葉古道を訪ねて』
　１９９６　浜北市教育委員会 『龍燈・秋葉山常夜燈』
　１９９７　三川歴史研究会 『三川の史話伝説』
　１９９８　田村貞雄 『秋葉信仰』
　２００２　海野一歩 『みちしるべ』

【協力者】(敬称略・順不同)
　・清水忠雄 (三川地区リサーチ)
　・兼子春治 (村松地区リサーチ)
　・原 利 秋 (浅羽地区リサーチ)
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失われた秋葉山常夜燈

写　真 名　称 場　所 年　代 特　色

1

山田公会堂の常夜燈 八王子神社 不明 かつて屋形燈籠が、山田公会堂前に
あったと言う。いつの頃か八王子
神社の境内に移築された。現在は
八王子神社本殿に向かう階段の
中段に基礎部分のみが残されている。
常夜燈の建物部分が失われた経緯
などは不明である。

【参考文献】
『三川の史話伝説』2．秋葉燈籠籠

2

大谷の常夜燈 三島神社 不明 平成２年（1990）に老朽化のため
取り壊された。かつては神社の拝殿
横に屋形燈籠として建っていた。
地域の人々が当番制で灯明をあげて
いたとのことである。

【参考文献】
『秋葉古道を訪ねて』27番
『三川の史話伝説』2．秋葉燈籠籠

3

深見神社の常夜燈 深見神社 寛政6年
（1794）

かつては太田公会堂付近にあったと
言われている。現在は石材がバラ
バラで境内に積み上げられている。

「 常 夜 燈 」「 寛 政 6 年 」の 文 字 が
見える。

【参考文献】
『秋葉古道を訪ねて』33番

4

沖山梨の常夜燈 王子神社 不明 かつては、王子神社の境内の南隅に
建てられていた。昭和19年（1944）の
東南海地震で倒れて大きく破損した。
現在は、火袋と笠の一部のみ拝殿の
西側に保管されている。

【参考文献】
『秋葉古道を訪ねて』32番

5

春岡の常夜燈 西楽寺南50ｍ付近 不明 昭和６２年（1987）頃、老朽化のため
取り壊されたと言う。かつては道路の
脇に建っていた。曲がり角に建って
いたため、自動車の通行には見通しが
悪かった。

【参考文献】
『秋葉古道を訪ねて』21番

失われた秋葉山常夜燈
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失われた秋葉山常夜燈

写　真 名　称 場　所 年　代 特　色

6

弥太井の常夜燈 弥太井正眼寺公会堂 不明 現地には常夜燈の基礎部分のみ
残されている。昭和３０年（1955）頃
までは屋形燈籠があり、秋葉講も
行われていた。常夜燈はもともとは
街道沿いにあったが道路整備等で
ここに移築したらしい。

7

浅岡(米丸)の常夜燈 浅岡バス停北５０ｍ 不明  昭和３５年（1960）頃まで理春庵への
入口左手に古びた常夜燈が建って
いた。付近には火の見櫓、ポンプ小屋、
用水池等があった。昭和４０年（1965）
頃、道路拡幅により常夜燈は撤去
された。住民の記憶によると、常夜
燈は屋形燈籠で檜造り、屋根は入母
屋造りで瓦葺き、祠の部分は格子戸と
板葺き、高さは２ｍ５０㎝以上あった
とのことである。

8

中の常夜燈 用智院墓地西側付近 不明 古老の話によると、昭和５年くらいま
で秋葉講があったと言う。設置された
燈籠は、１ｍ５０㎝くらいのしっかりと
した柱の上に横２５㎝、奥行き２５㎝、
高さ３５㎝の祠を作って窓を切り取り
明かりを灯して行き交う人の安全を
守った。祠の管理は秋葉講の人々が
管理したと思われる。

9

富里中の常夜燈 東照堂付近 不明 地元の古老の話によると、昭和初期に
現在のお寺の薬師堂の東あたりに
燈籠があったという。ここは、小学
生たちの登校の集合場所であり、
学校が終わってからの遊び場でも
あった。しかし、常夜燈に関する
記憶はほとんどないとのことで
あった。

10

太郎助の常夜燈 太郎助公会堂西側 不明 昭和２８年（1953）頃、太郎助公会
堂の西側に墓地が整備され、墓地の
周囲には植栽が施された。古老の
話によると、この植栽の中程のやや
北寄りに屋形燈籠があったと言う。
残念ながら、これ以上の詳しい事項を
知る人はいなかった。
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